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NTTデータが構想する環境価値取引基盤について
 当社が構想する環境価値取引基盤の概要を下図に記す。
 想定される役割（エコシステム）︓環境価値（SAF環境価値も含む）生成者と環境価値消費者をつなぐ役割
 環境価値取引の仕組み（流れ）︓SAFレジストリ管理者として、クレジット発行、売却等の流れを管理
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環境価値取引基盤

• 投資回収可能性の向上
• 需要予見性の確保
• 設備投資への融資アクセス

• 自社の脱炭素コミット達成
• グリーン調達証明
• ESG評価向上

環境価値売買

環境価値生成者 環境価値消費者

• カーボン関連商品の拡張
• プロジェクトファイナンス機会
• ブランド価値向上

環境価値市場の形成を支えるエコシステム

市場形成者

• 認証ビジネス拡大
• 標準の主導権確立
• 国際市場連携の機会

第三者検証者

• ESG保証業務の拡大
• サステナ開示対応需要増
• アドバイザリー機会
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管理・取引記録管理）

環境価値取引の流れ（想定）

環境価値市場の形成を支える仕組みとして、環境価値取引基盤の企画検討およびビジネス検証を進めるためには、
本協議会関係者を含む多くのステークホルダとの連携が必要であり、引き続き連携をお願いしたい
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